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1面
災害時、水を飲むより先にトイレへ。
災害時、水洗トイレは高い確率で故障します。多くの人がトイレに駆け込み、不衛生な状態が続く、いわゆるトイレパニックになります。緊急時に備えて、区から配付された携帯トイレを一度、取り出して使用してみましょう。
配付されたもの、青色の便座カバー、黒色のおぶつ処理袋、ぎょうこ剤、白色の保管袋
ステップ1、便座をあげて便器に青色の便座カバーをかぶせて紐を締めてください。
ステップ２、黒色のおぶつ処理袋を便器と便座の間に挟んでください。
ステップ３、排泄後にぎょうこ剤を振りかけてください。
ステップ４、黒色のおぶつ処理袋を取り外し、袋の口をしっかり結んでください。
ステップ５、白色の保管袋に入れて保管し、廃棄してください。
災害時は、予想外のことが数多く起こり、混乱します。今一度、災害の備えについて考え、話し合っておきましょう。

2面
公開、はれぼん盆踊り練習会、踊って楽しく繋がる地域の輪
１月19日、日曜日、戸越二丁目にある戸越はちまん神社のかぐら殿にて、えばらを拠点として活動している盆踊りサークルはれぼんが公開の盆踊り練習会を開催しました。
準備体操のストレッチからようがくに合わせて盆踊りの振りを組み合わせた盆エクササイズ、ご当地おんどには戸越銀座おんどもありました。当日は開催を聞きつけ集まった盆踊らーのみなさんと、その日参拝に訪れた方、立ち寄った地域の方などが飛び入りで輪になって踊りました。盆踊りは夏のものとしてしまうのはもったいない。誰でも参加できて、楽しく身体を動かせる盆踊りをラジオ体操のように気軽に地域で開催したい、そう答えるのははれぼん代表の加藤晴美さん。すぐ覚えられる簡単な振りもあればちょっと難しい振りもありますので、脳トレにもなりますよ。
品川区に限らず、全国の地域に根付いた盆踊りが高齢化や騒音などの理由により衰退のいっとを辿っています。昨今この辺りもマンションが増え、新しく転居してきた方も増えました。隣にどんな人が住んでいるのか分からないそんなことが当たり前の時代になっています。これから起こり得るだろう大地震、事件や災害などに備え、地域が力を合わせお互いさまの精神で助け合う。そのとなり近所同士が楽しく繋がることができるお祭りという文化を大切にしていきたいものです。
もっと気軽に盆踊りを楽しんで欲しい。地域で支え合う文化を残していきたい。そんな想いがたくさん込められた練習会でした。

3面
特集、あの、気になるお店は。
荏原第三地区の、あの場所、気になっているけれどもなかなか踏み出せない。そんな気になる場所をレポートしてお届けします。
今回は地元をはじめ、近年若者にも愛される今注目の、戸越銀座温泉をレポート。
強みは、なんといっても黒湯温泉。都内でお湯の黒い温泉にはいれます。
昭和35年に、なかの湯、という名で創業。平成19年に戸越銀座温泉としてリニューアルオープン。同時に黒湯温泉もはじめました。文字通り色も黒く、しっかりと温まります。うち風呂と露天風呂で黒湯、しらゆ、それぞれ分かれており、どちらも堪能できます。
軟水は、体を流した後につるつるした感覚になり、肌もつっぱらないので女性に人気です。足の裏もつるつるになるので、転倒には要注意。また、季節によってお湯の香りが変わります。しょうぶ、ゆずやルイボスのいい香りに包まれてリラックス効果抜群です。
実は、冬場より夏場のほうがお客さんがいらっしゃいます。冬場は寒いので、外に出たくない、家庭でお風呂を済ませたいという方が多いそうです。
ちなみに、混雑の時間帯は、20時辺りと23時辺りです。サウナもリニューアル。木の香りで落ち着きます。
軟水サービスで軟水が飲み放題。持ち帰りオーケー。
軟水の良さは、カリウムやカルシウムがほとんどないので、ご飯やお茶、コーヒーの本来の味が出るところだとか。中には、2リットルの入れ物を持ってきて飲んでる人もいるそうです。
池上線、戸越銀座駅、徒歩３分
都営浅草線、戸越駅、徒歩５分
品川区戸越2-1-６
電話番号 03-3782-7400
営業時間 15時から25時。毎週金曜定休日
日曜、祝日は朝湯あり8時から12時
大人500円、中学生300円、小学生200円、未就学児100円、サウナ800円
お話を伺ったのは、店主のなかでらひでお様。親しみやすく気さくな方で、快く取材に応じてくれました。この度はありがとうございました。


4面
よりみち　誰もが楽しく参加できる集いの場
よりみちは、地域のボランティアが運営し、支え愛ほっとステーション、品川区社会福祉協議会が運営支援をしています。品川区内に22か所、2025年1月現在あり、それぞれで様々な活動をしており、地域での見守りや、困りごとの相談場所にもなっています。
ここ、よりみちではおしゃべりを中心としてカルタやすごろく、折り紙や体操など、その日にやりたいことを、無理せずに楽しく、活動中です。参加者やボランティアからは、久しぶりに沢山おしゃべりした。オトクな情報を教えてもらった。などと楽しい声があがっています。
しながわのまちとふくしをまなぶかるたとすごろくをし、思い出話に花が咲きました。
利用者へのお手紙に貼る折り紙を折りました。受け取った利用者から、気持ちが明るくなった、家に飾っていると聞いて、皆さん嬉しそうです。
フリースペースよりみちえばさんは、誰もが気軽に立ち寄れるいこいの場です。
月に2回集まっておしゃべりしませんか。
毎月第2、4木曜日、祝日除く
13時30分から15時
平塚橋ゆうゆうプラザ1階、コミュニティ室2
途中参加、退出可、参加費無料
よりみちに参加してみたい方、月２回よりみちえばさんを盛り上げてくださる方も募集中です。ご興味のある方は、支え愛・ほっとステーションまでご連絡ください。
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お問い合わせ
品川区地域振興部地域活動課荏原第三地域センター
電話　03-3783-2000
FAX　03-3783-5649
